上牧町の改革と市制の実現をめざして　　　　　　 第１８号　１９９９年１０月
堀　内　英　樹
を支持する会
９月議会のポイント

9月定例会は、９日から22日まで開かれました。少子化対策

補正予算と10年度決算認定などの審議が行われました。私は、

介護保険などについての一般質問をいたしました。（2、3面掲載）

☆65歳以上の介護保険料は、月額2,900円前後に

♦町内の高齢者を対象にアンケート調査が、１年前に行われました。

その結果、上牧町で来年度に介護給付を必要とする人数は、355人

（在宅255人、施設100人）と想定されています。

♦介護保険事業計画では、12年度からの3年間で立てられます。その

　総額は24億円余、初年度で約7億円と見込まれています。

♦上牧町の65歳以上の介護保険料は、2,866円（10年度単価による試算）

であると公表されました。これには「最終的な介護報酬単価が反映さ

れておらず、2,900円前後になる見込み」との答弁がありました。

☆少子化対策として、補正予算に3,110万円計上

♦政府の第１次補正予算に、総額2,003億円の「少子化対策臨時特例

交付金」が盛り込まれました。上牧町への交付額は3,110万円です。

♦少子化対策として、第３小学校の学童保育教室新築（1,400万円）、

チャイルドシート貸出事業（567万円）、慈光保育園整備（360万円）

片岡台幼稚園（350万円）、上牧幼稚園（270万円）などです。

☆10年度一般会計決算認定に、反対討論

♦9月議会では、10年度決算認定が付議され、一般会計ほかの審査が

　行われました。一般会計には、総合保健福祉センターの用地購入費と

して6億5,112万4千円が含まれています。
♦総合保健福祉センターの建設事業には、積極的に賛成です。しかし、

用地購入の決算認定に反対しました。その理由は、上牧町土地開発

公社と太子産業（墓石販売業者・裁判の原告）などとの境界確定に、

納得できる説明が得られなかったからです。

♦今回の用地購入は、境界と実測面積が不明のまま、議会の議決と売買

契約が行われました。公金で用地購入するのですから、境界と面積を

確定してから取引してもらいたいものです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　議会議員　 eq \o\ad(堀内英樹,　　　　　　)
　　呼びかけ：町立幼稚園、３歳児保育と分園計画の推進を！
一般質問しました

　   （質疑にこだわらず、内容を整理してお伝えします）

⑴介護保険制度が、実質スタート

☆介護保険料は、2,900円前後になりそうです。

・上牧町の65歳以上（第１号被保険者）の保険料が、月額2,866円と試算

されました。全国平均が2,885円、奈良県平均が2,700円です。これはあく

まで試算であり、最終的にはもう少し高め（30円以上）になりそうです。

・仮に2,900円だとしても、この金額は標準額です。所得に応じて５段階に

　分けられ、1.5倍の割り増しから0.5倍の減免まであります。

・上牧町の標準額は、近隣他町に比べてやや高めになる見込みです。保険料に

見合う介護サービスの提供が前提です。在宅介護より施設介護に偏り、その

ために保険料が高くなるのは、決して住民の意志ではありません。

☆訪問調査、掛かりつけ医の意見書は、大切です。

・10月から「要介護認定」の申請受付が始まりました。

　受付窓口は、上牧町生き活き対策課（電話 76-1001）です。

・要介護認定の申請をすると、まず訪問調査が行われます。調査員は町職員１、

社会福祉協議会３、在宅介護支援センター（郁慈会）２の計６人が担当する

ことになります。補正予算に81万円の委託料が計上されました。

・要介護認定の審査判定に欠かせないのが、掛かりつけ医の意見書です。掛か

りつけ医を持たない方は、町医（５人）を紹介してくれます。補正予算に172.8

万円の作成費が計上しました。意見書作成の申請者負担はありません。

・要介護認定審査会は、広域７町合同の休日応急診療施設組合に設置されます。

判定に不公平を生じないように、審査会は48人の専門家で構成され、６つ

の合議体が設けられます。

☆住民への情報提供や苦情処理が、必要です。

・要介護認定結果について、その審査内容を本人や家族に知らせて貰いたい、

　との要望をしました。認定審査会や施設組合の議事録の公開も求めました。

介護給付を受けるのに、介護支援専門員や介護サービス事業者について、町

の情報提供も要請しました。

・これらは、利用者が介護サービスを選択し、判断し、契約するのに必要です。

町の答弁は、「その必要性は十分認め、前向きに検討する」とのことでした。

・制度では、要介護認定の不服申し立ては県の不服審査会に、介護サービスに

ついては県の国保連合会となています。住民にとって身近な上牧町で、相談

　　や苦情処理ができるようにと、強く要望しました。

☆町条例に、利用者支援などを盛り込んで欲しい。
・制度運営には、介護サービスを受ける住民の権利保障、高齢者の自立支援、

　　運営への住民参加、情報公開、苦情処理や利用者の保護などが欠かせません。

　　今回、「介護サービス利用者の保護」を取り上げました。

・訪問調査の事務処理要項の作成、これに従った調査業務、調査内容の説明が

なければ、利用者にとっての調査目的が達成されません。

・介護サービスに民間を含む事業者が参入します。介護サービスの契約に標準

約款の作成、利用者への説明、書面による同意などが必要です。

・説明会での大勢は“介護保険には賛成、不安がいっぱい”でした。こうした

不安解消のため、必要事項を町条例制定に盛り込むように要望しました。

「厚生省の条例案準則にはないが、十分に検討する」と答弁がありました。

⑵上牧町の幼児教育への取り組みについて

☆幼稚園の３歳児保育への取り組は、遅れている。

・町立幼稚園と保育所の定員と園児数は、次の通りです。（園児数/定員・人）

　　上牧幼稚園(244/300)、

　　第１保育所(42/60)、第２保育所(64/90)、第３保育所(114/150)

・町立幼稚園の3歳児保育に対する取り組みについて、質問をしました。

教育長は、その大切さと必要性については認めました。「実施については

平成13年度から最低限度の対応になる」と答弁しました。

・公立幼稚園の3歳児保育は、広域７町では王寺、河合、斑鳩、三郷、平群の

各町で実施されています。上牧幼稚園の保育室に余裕がないこと、保育所に

入所可能であることなどで、その実施が遅れています。

☆幼稚園“分園計画”の取り組みはどうか。
・上牧幼稚園は園児数が244人と、県下公立では最大（県平均：81人）の

　規模となっています。

・国の幼保一元化方針もあり、延長保育も可能になっています。また、徒歩で

　通園できる幼稚園を望む保護者の声も多くあります。

そこで、例えば、第２保育所を活用して、町立幼稚園の“分園計画”に取り

組む考えはないのか、質問しました。

・町長と教育長の答弁は「いまのところ具体案はないが、保護者の意見を聞い

たうえで、こんご検討して行く」とのことでした。

　　呼びかけ：安心できる「介護保険条例」を、作りあげよう！
９月議会にみる

☆10年度の決算認定が審議されたが、

・９月定例会は、決算議会ともいわれています。前年度の一般会計のほか、

６つの特別会計の決算認定について審議されることになっているのです。

3月議会での翌年度予算審議とともに、議会としての最重要案件です。

従って、予算審議とともに特別委員会が設置されます。

・決算認定の審議は、①前年度決算との不一致がないのか、②予算と実際の

執行結果はどうか、③期待された行政効果は達成されたか、④歳入欠陥や

不要額の原因はなにか、⑤財政運営は適正に行われているか、などの幅広い

検討が求められます。

・ところで、議会審議のルールとして、議員は議案に対する「表決には、条件

を付けることができない」となっています。つまり、現に審議されている

議案に賛成か反対か、二者択一しかないのです。今回の一般会計決算認定に

ついていえば、一項目でも賛成できなければ、表決には反対しかないのです。

・私は、用地購入の境界確定に、納得できる説明が得られなかったので反対

　討論をし、賛成採決に起立しませんでした。（他の決算認定には賛成）

私の反対討論は、法務局や裁判所などで詳細に調査した事実を、資料にして

議場でも配布し、それをもとに率直に疑問点を指摘したに過ぎません。

・しかし、その内容が理解できないとして、議会閉会後の９月28日に全員

協議会（非公式な議会）が開かれました。町長以下の理事者が勢ぞろいする

という、異例の全員協議会となりました。

・住民の皆さんには、その時の資料（※）を公開し、遠慮のない批判をお受け

したいと思っております。
ています。


























































































































☆9月議会の議員出欠状況は、
　本会議が３日、常任委員会が３日、特別委員会が２日開かれました。

　本会議での一部議員の遅刻・退席があり、いかがなものでしょうか。

　川田議員は体調不良のため、会期中欠席されました。早く体調を整えて

　頂き、今後のご活躍を期待します。

	　 ９月議会の報告をお届けしました。

　　※用地購入の資料を公開し、批判を仰ぎます。

　　　ご希望の方には配付します。お知らせください。

　    電　　話     eq \o\ad(32-0022,　　　　　)
　　  ファックス     eq \o\ad(33-2258,　　　　　)　　　議会議員　堀　内　英　樹
　　  電子メール     eq \o\ad(horiuti@lint.ne.jp,　　　　　　　　　　)　  上牧町桜ヶ丘１-18-１


　おことわり：古紙１００％の再生紙を使っております。少し読みづらいですが、ご理解ください。
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